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数字で見る令和５年中の

東京消防庁管内の災害動向等
［統計データ］

第　1　章

● 第１節　火災の現況と近年の傾向〜火災の恐ろしさを知る〜

● 第２節　消防活動の現況〜精強な消防部隊とその活動〜

● 第３節　救急活動の現況〜救急出場の状況と「＃ 7119」の有効活用〜

● 第４節　防災活動の現況〜地域防災力の向上へ向けて〜

● 第５節　予防活動の現況〜火災を未然に防ぐために〜



第1章　

ダイジェスト

 数字で見る令和５年中の　　東京消防庁管内の災害動向等

 

 第 1 節　火災の現況と
　　　   近年の傾向
～火災の恐ろしさを知る～
　第 1 節では、最近 10 年間の火災件数、
焼損床面積、火災による死傷者数だけで
はなく、地域別や建物の用途別の火災件数
をランキングで表示しています。
　また、主な火災原因、住宅火災の状況
や住宅用火災警報器の設置状況など、都
民の皆様が火災から身を守るために必要な
データを掲載しています。

　東京消防庁管内では、高層ビルでの火災や台風や集中豪雨に対する対応など、都市
型災害をはじめとした様々な災害に対応しています。また、救急活動においては、出場
件数が918,311件となり、これは救急隊が34秒に1回出場していることになります。
　ここでは、火災、消防活動、救急活動、防災及び予防活動の現況について、統計データ
に基づき説明しています。
　※�本書に掲載されている小数点の数値については四捨五入しており、個々の数値の和が合計と一致しない場合があります。

 第 2 節
　消防活動の現況

～精強な消防部隊とその活動～
　第 2 節では、火災、救助、ガソリン等の流
出などに出場する危険排除、自動火災報知設

備等が作動した際に出場する緊急確認、必要
に応じてポンプ隊が救急現場に出場する PA 連
携について、主に出場件数や出場車両数及び
出場人員についてのデータを掲載しています。
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■ 図表１－２－１　出場件数（車両数）・出場人員、活動時間の状況

令和 5 年 令和 4 年 前年比

出場件数（車両数） 7,763 件（69,685 台） 7,283 件（66,714 台） 480 件（2,971 台）

出場人員 284,960 人 273,116 人 11,844 人

活動時間 平均 1 時間 11 分 平均 0 時間 56 分 15 分

■ 図表１－１－１　�最近 10 年間の火災件数
及び焼損床面積の推移第　

　
　

    

章
・
数
字
で
見
る
令
和
５
年
中
の
東
京
消
防
庁
管
内
の
災
害
動
向
等

1

White Paper on TOKYO Fire Service 202452



 数字で見る令和５年中の　　東京消防庁管内の災害動向等

  

 

 

 第 5 節
　予防活動の現況

～火災を未然に防ぐために～
　第 5 節では、東京都内の一般住宅を除
く建物数の推移、東京の特徴でもある高
層建築物数、建物が完成した後の安全性
を図るための各種点検報告の提出数の推
移等についてのデータを掲載しています。

 第 3 節
　救急活動の現況

～救急出場の状況と「♯ 7119」
の有効活用～　
　第 3 節では、過去 5 年間の救急出場件
数の推移をはじめ、日別、地域別の救急
件数をランキングで表示しています。
　また、高齢者の搬送人員の推移や熱中
症による搬送人員の推移など、社会情勢に
応じた項目等についてのデータを掲載して
います。

96 ページ

86 ページ

72ページ

 第 4 節
　防災活動の現況

～地域防災力の向上へ向けて～
　第 4 節では、来たるべき災害に備えるため
の防火防災訓練の実施状況、家具類の転倒・
落下・移動防止対策の実施状況及び乳幼児や
高齢者の日常生活における事故種別状況など、
都民生活に関係する内容についてのデータを
掲載しています。

■ 図表１－３－１2　初診時程度別搬送人員
重篤 1.7％重症 4.4％

死亡 0.9％

軽症 
54.2％中等症

38.7％

搬送人員
774,370人

［統計データ］

■ 図表１－４－１　防火防災訓練の訓練種別ごとの人員
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■ 図表１－５－５　優良防火対象物・建物の内訳
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